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大
髙
議
員

①
災
害
時
、
孤
立
集
落
を
作
ら
な

い
新
た
な
防
災
対
策
を
計
画
す
べ

き
と
思
う
が
。

②
災
害
査
定
も
終
わ
り
、
事
業
の

実
施
箇
所
や
時
期
が
決
定
し
た
と

思
う
が
、
農
業
用
水
路
等
及
び
町

道
、
農
道
、
林
道
等
の
復
旧
工
事

の
進
捗
状
況
は
。

ま
た
、
令
和
６
年
度
で
な
い
と

使
用
で
き
な
い
水
田
は
何
箇
所
、

約
何
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
る
の
か
。

防
災
対
策
と
災
害
復
旧

工
事
の
進
捗
に
つ
い
て

問

　

町
長

①
町
で
は
、
「
深
浦
町
地
域
防
災

計
画
」
を
は
じ
め
、
「
津
波
避
難

計
画
」
、
「
国
民
保
護
計
画
」
、

「
業
務
継
続
計
画
」
な
ど
、
地
域

住
民
の
生
命
と
財
産
を
災
害
か
ら

保
護
し
、
ま
た
、
人
的
被
害
や
経

済
被
害
の
軽
減
を
目
的
と
し
た
多

く
の
計
画
を
作
成
し
て
い
る
。

現
時
点
と
し
て
は
、
今
あ
る
計

画
を
確
実
に
実
行
に
移
す
た
め
の

環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

②
令
和
５
年
春
の
耕
作
に
間
に
合

う
よ
う
、
ま
ず
、
農
業
用
水
路
の

本
復
旧
又
は
、
応
急
復
旧
を
進
め

て
い
く
。

道
路
の
復
旧
は
、
令
和
５
年
３

月
以
降
、
順
次
復
旧
工
事
の
発
注

を
進
め
て
い
く
。

国
の
災
害
査
定
を
受
け
た
水
田

の
被
災
箇
所
は
21
箇
所
、
４
・
23

ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
こ
の
う
ち
、
令

和
５
年
の
耕
作
時
期
ま
で
に
本
復

旧
を
予
定
し
て
い
る
箇
所
は
10
箇

所
で
１
・
81
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
本
復

旧
ま
で
は
至
ら
な
い
も
の
の
、
耕

作
が
可
能
と
見
込
ま
れ
る
箇
所
は

10
箇
所
で
１
・
63
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

答

残
る
１
箇
所
の
０
・
79
ヘ
ク
タ
ー

ル
は
、
令
和
６
年
度
の
耕
作
に
間

に
合
う
よ
う
本
復
旧
を
進
め
た
い
。

問

答

災害で孤立集落を
　　　作らない対策を！

今ある計画を確実に実行に移す

大
おおたか

髙　恒
つねぞう

藏議員 質問者の動画が
視聴できます。
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大
髙
議
員

生
鮮
食
品
な
ど
全
て
の
物
が
値

上
が
り
し
、
生
活
に
大
変
な
打
撃

を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
小
事
業

者
・
個
人
事
業
は
収
入
が
減
り
、

資
材
等
の
高
騰
で
経
費
も
増
え
、

借
入
れ
返
済
な
ど
大
変
厳
し
い
と

思
う
が
、
全
て
の
事
業
者
と
個
人

に
対
し
、
困
窮
の
状
況
を
調
査
出

来
な
い
も
の
か
。

　

町
長

こ
れ
ま
で
事
業
者
向
け
に
は
、

県
の
「
中
小
企
業
者
等
燃
料
価
格

高
騰
対
策
緊
急
支
援
金
」
、
町
の

「
深
浦
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
緊
急
対
応
支
援
金
」
や

「
深
浦
町
商
工
業
者
事
業
継
続
支

援
金
」
、
「
深
浦
町
飲
食
店
感
染

防
止
対
策
認
証
取
得
促
進
事
業
費

補
助
金
」
な
ど
、
農
林
漁
業
者
向

け
に
は
、
「
物
価
高
騰
対
策
支
援

金
」
、個
人
向
け
に
は
、「
電
力
・

ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰
緊
急

支
援
給
付
金
」
や
「
臨
時
生
活
支

物
価
上
昇
に
対
応
し
た

対
策
に
つ
い
て

問問答

援
給
付
金
」
な
ど
、
令
和
２
年
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

流
行
し
て
以
来
、
様
々
な
支
援
金

を
給
付
し
て
き
た
。

「
困
窮
具
合
の
調
査
」
に
つ
い

て
は
、
困
窮
の
定
義
設
定
が
難
し

く
、
ま
た
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

の
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
積

極
的
な
調
査
は
困
難
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

真
に
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
場

合
に
は
、
福
祉
課
や
社
会
福
祉
協

議
会
又
は
最
寄
り
の
民
生
委
員
に

相
談
し
て
、
相
談
者
の
状
況
に
合

わ
せ
て
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い

く
。

　

大
髙
議
員

町
外
で
生
活
し
て
い
る
学
生
を

応
援
す
る
た
め
、
地
元
産
品
を
送

る
他
に
奨
学
金
を
借
り
て
い
る
人

に
対
し
て
、
返
還
期
日
を
延
長
又

は
毎
月
の
返
還
金
を
少
な
く
す
る

な
ど
出
来
な
い
も
の
か
。

町
外
で
生
活
し
て
い
る

学
生
の
支
援
に
つ
い
て

問問

　

町
長

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価
格

や
物
価
の
高
騰
に
よ
り
、
町
外
で

生
活
し
て
い
る
学
生
も
厳
し
い
状

況
に
あ
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る

が
、
地
元
産
品
を
送
る
な
ど
の
一

時
的
な
物
資
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

現
状
で
は
効
果
が
薄
い
も
の
と
考

え
て
い
る
。

奨
学
金
の
返
還
期
日
の
延
長
な

ど
、
借
入
者
か
ら
の
相
談
に
は
、

既
に
対
応
し
て
い
る
。

ま
た
、
償
還
金
の
減
免
等
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
、
新
た
に
、

深
浦
町
高
等
教
育
修
学
支
援
資
金

貸
与
条
例
を
制
定
し
た
い
。

答

　

大
髙
議
員

①
出
産
育
児
関
連
用
品
の
購
入
費

用
と
し
て
、
出
産
・
子
育
て
応
援

交
付
金
を
妊
娠
届
時
に
５
万
円
、

出
生
時
５
万
円
支
給
に
、
町
か
ら

も
２
万
円
交
付
し
て
各
々
７
万
と

で
き
な
い
も
の
か
。

②
産
後
ケ
ア
事
業
の
利
用
料
減
免

や
低
所
得
の
妊
婦
へ
の
初
回
産
科

受
診
料
に
満
額
助
成
で
き
な
い
も

の
か
。

③
国
民
健
康
保
険
の
産
前
産
後
期

間
の
保
険
料
免
除
制
度
を
町
で
令

和
５
年
４
月
か
ら
施
行
で
き
な
い

か
。
（
国
は
２
０
２
６
年
１
月
施

行
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。
）

　

町
長

①
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金
事

業
は
、
国
が
全
国
展
開
を
目
指
し

て
い
る
も
の
で
あ
り
、
国
が
３
分

の
２
、
県
が
６
分
の
１
の
補
助
事

業
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子

育
て
ま
で
一
貫
し
て
身
近
で
相
談

出
産
・
子
育
て
に

対
す
る
支
援
に
つ
い
て

問問答
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に
応
じ
、
様
々
な
ニ
ー
ズ
に
即
し

た
必
要
な
支
援
に
つ
な
ぐ
伴
走
型

の
相
談
支
援
と
経
済
的
支
援
を
一

体
と
し
て
実
施
す
る
事
業
と
な
っ

て
い
る
。

町
で
は
、
妊
娠
届
時
と
出
産
後

の
保
健
師
と
の
面
談
後
に
そ
れ
ぞ

れ
５
万
円
を
支
給
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

ま
た
、
伴
走
型
の
相
談
支
援
の

充
実
、
面
談
等
に
よ
る
妊
婦
の
状

況
把
握
や
出
産
育
児
に
関
す
る
情

報
発
信
、
必
要
時
に
訪
問
回
数
を

増
や
す
な
ど
き
め
細
か
な
支
援
を

行
う
。

町
で
は
独
自
に
「
出
産
祝
金
10

万
円
」
を
支
給
し
て
お
り
、
そ
れ

に
加
え
て
経
済
的
支
援
と
し
て
支

給
す
る
当
該
事
業
の
10
万
円
は
適

当
だ
と
考
え
て
い
る
。

②
産
後
ケ
ア
事
業
に
つ
い
て
は
、

退
院
直
後
の
母
子
に
対
し
て
心
身

の
ケ
ア
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
も
の

で
、
令
和
元
年
度
の
母
子
保
健
法

改
正
に
よ
り
、
令
和
６
年
度
末
ま

で
の
実
施
が
市
町
村
の
努
力
義
務

と
な
っ
た
が
、
本
町
は
、
ま
だ
実

施
に
至
っ
て
な
い
。

現
在
、
県
内
の
動
向
を
注
視
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
、
事
業
実
施
に

当
た
っ
て
は
助
産
師
等
の
確
保
が

課
題
と
な
る
が
、
情
報
収
集
し
な

が
ら
準
備
し
た
い
。

ま
た
、
低
所
得
の
妊
婦
に
対
す

る
初
回
産
科
受
診
料
支
援
事
業
に

つ
い
て
は
、
令
和
５
年
度
の
国
の

新
規
補
助
事
業
で
、
妊
娠
届
提
出

前
の
公
費
対
象
外
と
な
る
初
回
産

科
受
診
料
を
補
助
す
る
も
の
で
、

同
じ
く
新
規
事
業
の
伴
走
型
相
談

支
援
事
業
の
実
施
が
条
件
な
こ
と

か
ら
、
ま
ず
は
こ
の
伴
走
型
相
談

支
援
事
業
を
実
施
し
た
後
、
内
容

を
検
討
し
、
必
要
な
支
援
に
つ
な

げ
る
と
い
う
目
的
に
合
っ
た
事
業

展
開
を
目
指
し
た
い
。

③
最
新
の
情
報
で
は
、
国
で
健
康

保
険
法
の
一
部
を
改
正
し
、
出
産

す
る
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者

を
対
象
に
産
前
産
後
期
間
相
当
分

と
し
て
原
則
４
か
月
間
の
均
等
割

保
険
料
及
び
所
得
割
保
険
料
を
免

除
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
令
和

６
年
１
月
か
ら
施
行
と
な
り
、
免

除
に
必
要
な
財
源
は
、
国
が
２
分

の
１
、
県
と
市
町
村
が
４
分
の
１

ず
つ
の
負
担
と
な
る
予
定
。
令
和

５
年
４
月
か
ら
町
が
独
自
で
前
倒

し
す
る
と
な
る
と
、
そ
の
期
間
の

保
険
料
が
町
の
全
額
負
担
に
加
え
、

国
保
シ
ス
テ
ム
の
改
修
も
町
が
独

自
に
行
う
必
要
が
生
じ
、
多
額
の

費
用
が
発
生
す
る
。

従
っ
て
、
本
町
も
、
法
令
ど
お

り
に
施
行
し
た
い
。

　

大
髙
議
員

身
体
的
、
精
神
的
、
社
会
的
フ

レ
イ
ル
の
予
防
対
策
を
月
２
回
位

の
ペ
ー
ス
で
開
催
で
き
な
い
か
。

　

町
長

町
で
は
、
各
地
区
で
週
１
回
実

施
の
「
生
き
が
い
活
動
推
進
事

業
」
、
月
１
か
ら
２
回
実
施
の

「
大
間
越
地
区
げ
ん
き
サ
ロ
ン
」
、

週
１
回
実
施
の
「
脳
の
健
康
教

室
」
な
ど
、
栄
養
と
身
体
活
動
と

社
会
参
加
の
ポ
イ
ン
ト
を
押
さ
え

た
フ
レ
イ
ル
予
防
に

つ
な
が
る
事
業
を
実

施
し
て
い
る
。

そ
の
他
に
も
令
和

５
年
度
か
ら
は
フ
レ

イ
ル
予
防
を
目
的
と

し
た
介
護
予
防
教
室

を
計
画
し
て
い
る
。

フ
レ
イ
ル
の
予
防
と

対
策
に
つ
い
て

問問答

フ
レ
イ
ル
と
は

高
齢
者
の
健
康
状
態

と
要
介
護
状
態
の
間

に
あ
る「
虚
弱
状
態
」

の
こ
と
。

身
体
的
フ
レ
イ
ル

筋
力
低
下
を
は
じ
め

と
す
る
筋
肉
な
ど
運

動
機
能
や
身
体
機
能

の
虚
弱
、
衰
え
の
こ

と
。

精
神
・
心
理
的
フ
レ
イ
ル

う
つ
傾
向
に
な
っ
た

り
、
認
知
機
能
が
低

下
し
た
り
す
る
精
神

的
な
衰
え
の
こ
と
。

社
会
的
フ
レ
イ
ル

人
と
の
交
流
が
減
り
、

1
人
で
引
き
こ
も
る

こ
と
が
多
く
な
る
な

る
な
ど
、
加
齢
に
伴

っ
て
社
会
と
の
つ
な

が
り
が
希
薄
に
な
る

こ
と
で
生
じ
る
フ
レ

イ
ル
の
こ
と
。
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大
髙
議
員

本
町
に
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

と
呼
ば
れ
る
子
供
は
存
在
し
な
い

と
思
う
の
だ
が
、
状
況
は
ど
う
な

の
か
。
ま
た
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

が
存
在
し
た
場
合
、
町
の
対
応
は
。

　

町
長

本
町
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
現

在
把
握
し
て
い
る
事
例
は
な
い
が
、

家
庭
内
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
で
、

表
面
化
し
に
く
く
、
ま
た
、
周
囲

に
も
認
知
さ
れ
に
く
い
た
め
現
状

把
握
は
十
分
と
言
え
な
い
。

そ
の
た
め
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

を
適
切
な
支
援
に
つ
な
ぐ
た
め
に

は
早
期
発
見
が
重
要
と
な
る
の
で
、

子
供
自
身
が
相
談
で
き
る
よ
う
に

相
談
窓
口
の
周
知
、
周
囲
が
気
付

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

実
態
に
つ
い
て

問ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

本
来
、
大
人
が
担
う
と
想
定
さ
れ

る
家
事
や
家
族
の
世
話
な
ど
を
日

常
的
に
行
っ
て
い
る
子
供
の
こ
と

を
言
う
。
そ
の
責
任
や
負
担
の
重

さ
に
よ
り
学
業
や
友
人
関
係
な
ど

に
影
響
が
出
て
し
ま
う
こ
と
が
問

題
と
さ
れ
て
い
る
。

答

け
る
よ
う
に
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の

認
知
度
を
上
げ
る
た
め
の
啓
発
な

ど
、
対
策
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
支
援
が
必
要
な
場
合
は
、

福
祉
、
介
護
、
保
健
・
医
療
、
教

育
等
、
関
係
機
関
が
円
滑
に
連
携

し
、
支
援
し
て
い
く
。

　

大
髙
議
員

認
知
症
等
の
高
齢
者
の
介
護
を

高
齢
者
又
は
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
家
族

が
面
倒
を
見
て
い
る
と
い
う
こ
と

が
あ
る
よ
う
だ
が
、
本
町
の
状
況

は
ど
う
か
。
ま
た
、
そ
の
様
な
場

合
、
町
と
し
て
支
援
等
対
応
を
考

え
ら
れ
な
い
も
の
か
。

　

町
長

高
齢
者
が
高
齢
者
の
面
倒
を
見

る
、
い
わ
ゆ
る
老
々
介
護
と
両
親

の
面
倒
を
見
る
た
め
に
都
会
か
ら

Ｕ
タ
ー
ン
し
た
事
例
に
つ
い
て
は
、

福
祉
課
窓
口
で
の
相
談
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
及
び
居
宅

事
業
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る
ケ
ア

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
等
か
ら
情
報
を
掴

ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
方
々
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
介
護
保
険
制
度
を

紹
介
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

促
進
を
図
っ
て
い
る
。

在
宅
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
通
所
介

護
及
び
訪
問
介
護
な
ど
、
ま
た
、

老
人
介
護
の
実
態
に

つ
い
て

問問答

入
所
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
は
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
等
を
整
備
し
て
い

る
。家

族
介
護
者
へ
の
支
援
と
し
て

は
、
要
介
護
４
及
び
５
の
高
齢
者

を
在
宅
介
護
し
て
い
る
方
に
は
、

介
護
パ
ン
ツ
等
の
介
護
用
品
を
支

給
す
る
「
家
族
介
護
用
品
支
給
事

業
」
を
実
施
し
て
お
り
、
ま
た
、

家
族
介
護
者
の
身
体
的
、
精
神
的

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
り
、
介
護
者

相
互
の
交
流
を
促
進
す
る
「
家
族

介
護
者
交
流
事
業
」
も
行
っ
て
い

る
。な

お
、
令
和
５
年
度
か
ら
は
、

介
護
保
険
申
請
等
の
手
続
を
来
庁

し
な
く
て
も
で
き
る
電
子
申
請
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
す
る
。

　深浦町議会では、議会本会議を傍聴することがで

きます。本会議では、町政に関する予算や条例の提

案、議員の質問、採決などが行われます。

　次回は、６月に定例会を開会する予定ですので、

皆さんの傍聴をお待ちしております。

　議会の様子は、庁舎１階のホール及び２階の議会

図書室に設置されているテレビモニターでもご覧に

なることができます。

議会を傍聴しませんか


